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　売店部の活動はミュー
ジアムショップでの販売で
す。商品の発注、納品、
陳列、在庫品の整理、接
客を行っています。道内
作家を広く紹介する為に
作品を販売、特別展ごと
に関連する商品を仕入れ
てのお店作り、他に部員
達が企画し作成するオリ
ジナル商品の開発販売もしています。現在はオンラインショッ
プでの買い物が簡単に出来る様に作業に取り組んでいます。

今年度はコロナ禍で中断
していた恒例のバス研修
旅行を再開する予定です。
売店部員一同、「売店は
美術館の顔」の意識を持っ
てお客様に接し、やりが
いを感じて楽しく活動して
います。

第83号

北海道美術館協力会一　　般
社団法人

〒060-0003　札幌市中央区北3条西18丁目2－7 新田ビル2F
TEL･FAX 011－644－4025　https://www.artepia.or.jp

三岸好太郎《のんびり貝》
　1934年　油彩、キャンバス　50.9×107.4cm（北海道立三岸好太郎美術館蔵）

　夕映えを受けているのだろうか、砂地はあたたかな

桃色に染まっている。中央に堂々たるシャコ貝。砂地に

長い影がのび、やはり落日が迫る頃かと思わせる。貝の

外側にはひっかきによる細かい線の表現がみられる。

貝の内部は暗く沈み、判然としない。まわりに眼を転じ

ると、小さな巻貝や二枚貝が散らばり、砂地と空の境界

線のあたりにも小さく貝が点在する。横長の画面に、か

なりの距離のある空間が、極端に凝縮されていること

がわかる。

　三岸好太郎は、「ロマンチズム　蝶と貝殻の弁」とい

うテキストで、芭蕉の句「古池や蛙飛び込む水の音」の

世界－蛙の水音により、その後の静寂がより深く感じら

れる世界－を「寂明美」と表現している。生命なき貝殻

の影が黒々とのびる情景には、人ひとり存在しない空虚

さが漂う。好太郎は、その虚ろな美の世界の深淵をのぞ

き込んでいたのだろうか。　

　1934（昭和9）年3月、好太郎は第4回独立美術協会

展に蝶と貝殻をモティーフとする連作を発表。本作《の

んびり貝》が売れたことで、「貝殻旅行」と称し節子夫人

と関西に遊ぶ。先に節子夫人を東京に帰らせ、自身は名

古屋に滞在したが、胃潰瘍の吐血に心臓発作を併発し、

客死。結果的に、蝶と貝殻の連作は、好太郎最晩年の作

となった。

（井内佳津恵　北海道立三岸好太郎美術館　上席専門員）

会 報
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■コロナの 5 類移行に伴い､ボランティアによる各部の活動もほぼ元に戻りつつあります。また法人会員さまの QRコードも第二
弾となりました。近代美術館は、華やかな国内外の特別展が目白押しで三十万人以上の来場者を誇った昨年度とは対照的に、
改修工事のため今年度は二度の休館となりました。それでもいぶし銀の特別展では名作の数々がお待ちしております。どう
ぞ足をお運びください。興味をそそる北海道各地の美術館情報をお伝えし、地元の方のみならず、ビジネスや旅の合間にぜ
ひ立ち寄ってみたいと感じていただける紙面作りを心がけたいと思います。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（HI）

ボランティア活動員入部式　4月6日（木）
　令和５年度ボランティア
入部式が、４月６日（木）近美
講堂において行われました。
　今年度は18名が協力会
より委嘱状を受け取り、各
部での活動がスタートしま
した。
　研修生のみなさんは、昨
年8月から始まった共通研
修、各部専門研修に8割
以上の出席を果たしボランティア活動員になられました。
　新入部員のみなさんのご活躍を期待しています。

令和５年度　春　屋外彫刻清掃　6月7日（水）

７部合同説明会・各部ガイダンス
7月27日（木）～28日（金）

ボランティア活動のご紹介 第2回 売店部

　今年度のボランティア
活動員説明会･ガイダンス
は7月27日（木）・28日
（金）に近美講堂に於いて
実施されました。
　応募者は36名、そのう
ち当日の参加は連日の猛
暑の最中にもかかわらず、
30名でした。
　説明会は7部長が工夫を凝らし、それぞれの活動をあらまし紹
介した後、参加者は希望する各部ブースに移動し、現役ボラン

ティアから具体的な活動
内容の説明を受け、不
明な点への質問などをし
ていました。熱心に耳
を傾けていた多くの参加
者が、来春ボランティア
活動員として、活躍され
ることを期待していま
す。

　令和５年６月７日、春の屋外彫
刻清掃が行われました。
　当日は時おり小雨の降る不安定
な天候でしたが、半期に一度の彫
刻清掃にボランティア16 名、学
芸員2名が協力し各彫刻を磨きあ
げました。
　学芸員からの説明によると、昨
今の彫刻清掃はゴシゴシと強い力
で擦るのではなく、水拭きでやさ
しくホコリを拭き取っていくのが主
流だそうです。

　ボランティア、学芸員に
よる気持ちのこもった清掃
で近美前庭５点、知事公
館３点の彫刻が再び輝きを
取り戻しました。ご来館の
折りには、足をとめご覧い
ただけたら幸いです。

Artepia News



戦
後
、日
本
画
滅
亡
論
さ
え
唱
え
ら
れ
、社
会
や

価
値
観
の
変
革
の
波
に
さ
ら
さ
れ
な
が
ら
、日
本
画

家
た
ち
は
リ
ア
ル
で
強
靭
さ
を
そ
な
え
た
絵
画
表
現

を
求
め
て
、赤
裸
々
な
生
の
あ
り
様
や
深
遠
な
自
然

の
相
貌
を
凝
視
し
た
り
、現
代
美
術
に
刺
激
を
受
け

つ
つ
素
材
や
技
法
を
見
直
し
た
り
し
て
き
ま
し
た
。

と
り
わ
け
独
自
の
革
新
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
生
み
出

さ
れ
た
作
品
は
、旧
来
の
繊
細
優
美
な
イ
メ
ー
ジ
の
日

本
画
と
は一
線
を
画
す
る
表
現
で
、見
る
も
の
の
心
ば

か
り
か
、日
本
画
の
枠
組
み
そ
の
も
の
さ
え
揺
さ
ぶ
る

イ
ン
パ
ク
ト
を
放
っ
て
い
ま
す
。

本
展
で
は
、
そ
う
し
た
表
現
の
数
々
を
、戦
後
、

個
性
的
な
画
境
を
切
り
ひ
ら
い
た
岩
橋
英
遠
や
片

岡
球
子
を
は
じ
め
と
す
る
北
海
道
立
美
術
館
・
芸
術
館
の
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
と
愛
知
県
の
豊
橋
市
美
術
博
物
館
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

に
、東
京
国
立
近
代
美
術
館
が
所
蔵
す
る
中
村
正
義
の
代
表

作
《
源
平
海
戦
絵
巻　

第
二
図 

〈
海
戦
〉》《
源
平
海
戦
絵
巻　

第
三
図　
〈
玉
楼
炎
上
〉》
を
加
え
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

豊
橋
市
美
術
博
物
館
は
、
反
骨
の
画
家
・
中
村
正
義
を
は

じ
め
、三
上
誠
や
星
野
眞
吾
、下
村
良
之
介
な
ど
の
日
本
画
革

新
の
流
れ
に
棹
さ
す
画
家
の
作
品
や
、既
成
概
念
に
と
ら
わ
れ

な
い
〝
明
日
の
日
本
画
〟
を
公
募
す
る
「
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ

豊
橋　

星
野
眞
吾
賞
」
の
受
賞
作
を
数
多
く
所
蔵
。
現
在
、

改
修
工
事
中
で
、今
年
度
の
開
館
に
向
け
た
作
業
の
な
か
、

多
大
な
ご
協
力
を
賜
り
、主
要
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
数
々
を
出
品

い
た
だ
き
ま
す
。

展
覧
会
は
5
つ
の
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、多
様
な
視
点
か
ら

戦
後
日
本
画
の
魅
力
を
探
り
ま
す
。

Ⅰ 

生
を
見
つ
め
て

戦
後
、文
化
的
に
コ
ー
ド
化
さ
れ
た
人
物
表

現
か
ら
離
れ
、新
た
な
視
点
に
よ
る
人
間
像
が

数
多
く
描
か
れ
ま
す
。名
も
な
き
労
働
者
を
直

視
し
た
り
、戦
争
と
の
関
わ
り
に
お
い
て
浮
か
び

あ
が
る
人
間
の
姿
を
探
求
し
た
り
す
る
ほ
か
、

生
と
死
を
み
つ
め
な
が
ら
身
体
性
に
根
ざ
し
た

独
自
の
表
現
な
ど
も
生
み
だ
さ
れ
ま
す
。

北海道立近代美術館学芸統括官　土岐美由紀

2023年9月16日（土）～11月12日（日）

特 別 展

－変貌する日本画のイメージ展

揺さぶる絵

三上誠《灸点輪廻・黄土》
1966年　豊橋市美術博物館蔵

平川敏夫《樹焰》1964年頃　豊橋市美術博物館蔵
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Ⅱ 

素
材
と
造
形
の
探
求

1
9
6
0
年
頃
か
ら
ド
ン
ゴ
ロ
ス（
麻
袋
）や
浄
瑠
璃
本
、

紙
粘
土
な
ど
を
用
い
て
強
い
物
質
感
や
存
在
感
を
放
つ
画
面

を
構
築
す
る
前
衛
的
な
創
作
も
盛
ん
に
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

「
温
床
を
ぶ
ち
壊
せ
。
…
封
建
的
ギ
ル
ド
機
構
を
打
破
し
て
、

自
由
な
芸
術
の
芽
生
え
を
育
て
よ
う
」
と
い
う
宣
言
文
に
よ

り
結
成
さ
れ
た
パ
ン
リ
ア
ル
美
術
協
会
の
作
家
ら
の
表
現
を
紹

介
し
ま
す
。

Ⅲ 

自
然
と
の
孤
高
の
対
話
　
　 

日
本
画
の
表
現
の
多
く
に
は
長
く
花
鳥
風
月
の
美
学
が

通
底
し
、
そ
う
し
た
感
性
を
観
者
も
共
有
し
な
が
ら
自
然
に

ま
つ
わ
る
抒
情
的
表
現
を
受
容
し
て
き
ま
し
た
が
、

戦
後
、自
ら
が
現
実
に
生
き
る
風
土
、
あ
る
い
は
旅

で
遭
遇
し
た
未
知
の
景
観
な
ど
に
対
し
、個
人
的
対

話
を
深
化
さ
せ
、歴
史
性
か
ら
解
き
放
さ
れ
た
風
景

が
描
き
だ
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ⅳ 

反
骨
の
画
家
―
中
村
正
義
と
片
岡
球
子

1
9
6
1
年
に
日
展
を
脱
退
し
、
病
魔
と
闘
い
つ

つ
既
成
画
壇
へ
の
反
骨
精
神
を
横
溢
さ
せ
な
が
ら
振

幅
豊
か
に
大
胆
な
人
間
像
な
ど
を
描
き
だ
し
た
中

村
正
義
。一
方
、院
展
で
長
い
雌
伏
の
時
を
過
ご
し
な

が
ら
、自
ら
の
芸
術
的
個
性
を
磨
き
、戦
後
、
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
な
表
現
を
展
開
し
た
片
岡
球
子
。二
人
の
独
創
的
な
表

現
を
代
表
作
に
よ
り
紹
介
し
ま
す
。

Ⅴ 

逸
脱
す
る
日
本
画

美
術
史
研
究
で
も
日
本
画
の
成
り
立
ち
や
枠
組
み
の
問
い

直
し
が
盛
ん
と
な
っ
た
後
、20
世
紀
末
以
降
の
作
品
を
紹
介
。

21
世
紀
以
降
は
、「
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
豊
橋　

明
日
へ
の
日
本
画

を
求
め
て
」（
後
に
星
野
眞
吾
賞
に
改
称
）展
受
賞
作
に
よ
り
、

西
洋
美
術
や
現
代
美
術
と
も
結
節
し
な
が
ら
、日
本
画
の
伝

統
的
な
素
材
や
表
現
を
柔
軟
か
つ
大
胆
に
自
己
の
個
性
の

う
ち
に
昇
華
さ
せ
た
今
日
の
表
現
を
展
覧
し
ま
す
。

本
展
で
は
、
1
9
6
0
年
代
か
ら
今
日
ま
で
つ
づ
く
日
本

画
を
め
ぐ
る
創
造
の
歩
み
―
そ
の
展
開
か
ら
優
れ
て
鮮
烈
な

一
端
を
、迫
力
あ
ふ
れ
る
大
作
の
数
々
に
よ
り
ご
紹
介
し
ま

す
。
ま
た
、同
じ
展
示
室
A
の
2
階
で
は
、「
ア
ー
ル
・ヌ
ー

ヴ
ォ
ー　

自
然
を
映
し
だ
す
ガ
ラ
ス
」
と
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー

北
海
道
連
携
館
の
「
小
川
原
脩
記
念
美
術
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

展
」
を
開
催
し
ま
す
。3
つ
の
企
画
を
併
せ
て
お
楽
し
み
い
た

だ
け
ま
す
。是
非
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

中村正義《源平海戦絵巻　第二図（海戦）》1964年　東京国立近代美術館蔵

田中武《裏側（十六恥漢図シリーズ）》
2011年　豊橋市美術博物館蔵

岩橋英遠《彩雲》1979年　北海道立釧路芸術館蔵
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10/7(土)～12/5(火) 
三岸好太郎生誕120年・美術館新館開館40年

特別展　三岸好太郎再発見！

同時開催：もっと知りたい三岸アトリエ

美術館のおもな展覧会ご案内
 10 11 12 1 2 3

近
代
美
術
館

旭
川
美
術
館

函
館
美
術
館

帯
広
美
術
館

釧
路
芸
術
館

本
郷
新
記
念

札
幌
彫
刻
美
術
館

札
幌
芸
術
の
森

美

　術

　館

三
岸
好
太
郎

美

　術

　館

12/9(土)～2024/4/7(日)
開館25周年記念　釧路芸術館・珠玉のコレクション

12/16(土)～2024/4/12(金)
三岸好太郎生誕120年・美術館新館開館40年
所蔵品展　恋する画家の陶酔ざんまい

12/16（土）～2024/2/25（日）
併催：mima-no-me #みまのめ 〈VOL.9〉 

9/16(土)～11/12(日)
揺さぶる絵

アール・ヌーヴォー
自然を映しだすガラス

2024/1/13(土)～3/10(日) 
AINU ART-モレウのうた

2024/1/20(土)～2/25(日)
札幌国際芸術祭2024

SIAF2024

3/23(土)～
越境者パスキン
現代ガラスの
オノマトペ
この1点を
見てほしい。

3/23(土)～
3/31(日)
［貸館］
第90回記念
独立展
北海道展

小川原脩記念美術館
コレクション展

9/23(土・祝)～11/19(日)
竹久夢二展～憧れの欧米への旅～

12/2(土)～
12/10(日)
［貸館］

創立60周年記念
書創展・併催
赤石蘭邦展

2024/1/6(土)
～1/14(日)
［貸館］

福瀬餓鬼米寿記念
書・墨彩・篆刻展

9/23(土)～12/10(日)
木の匠たち　伝統工芸から家具、クラフトまで

2024/1/6(土)～3/17(日)
蔵出し！木彫の味わい

1/18(木)～3/17(日）
北海道美術の1980年代

12/16(土)～2024/3/3(日) 
札幌国際芸術祭2024

明和電機 ナンセンスマシーン展 in 札幌
同時開催：「メディアアーツ都市・札幌」って知ってました？

12/23(土)～2024/4/14(日) 
生誕120年　前田政雄展

11/9(木)～11/26(日)
描かれた毛綱建築
毛綱毅曠ミニ展示

12/23(土)～2024/4/14(日)
新収蔵品展

12/23(土)～2024/4/14(日) 
金子鷗亭Ⅲ期　生誕140年　孤高の書家　中野越南

TEL 011-644-6882 道近美

TEL 011-644-8901 mima 三岸美術館

TEL 0166-25-2577 旭川美術館

TEL 0138-56-6311 函館美術館

TEL 0155-22-6963 帯広美術館

TEL 0154-23-2381 釧路芸術館

TEL 011-591-0090 芸術の森美術館

は特別展示室 は常設展示室　濃色はアートギャラリー北海道

検索

検索

検索

検索

検索

検索

検索

検索

4/29(土)～2024/5/26(日) 　コレクション展　石と木

9/9(土)～11/19(日)
リサ・ラーソン展
知られざる創造の世界

－クラシックな名作とともに

9/9(土)～11/19(日) 
Home

12/2(土)～2024/3/10(日) 
プレイバック平成☆十勝美術の30年

12/2(土)～2024/1/28(日) 
深堀隆介展　水面のゆらぎの中へ

2/10(土)～3/10(日)
坂本直行展

～直行さんの足あと～

10/7(土)～12/3(日) 
写真展「岩合光昭の日本ねこ歩き」

10/7(土)～12/3(日) 
中野北溟《津軽》

10/7(土)～12/3(日) 
金子鷗亭Ⅱ期　故郷への思い

9/16(土)～12/17(日)
生命体の存在

2023.10～2024.3
MUSEUM CALENDAR

○開館時間 9：30～ 17：00　（入館は16：30まで）
 ※芸術の森9：45～ 17：00（6月から 8月は 17：30まで）　※札幌彫刻美術館10：00～17：00（入館は16：30まで）
○休 館 日 ●毎週月曜日（月曜日が祝日又は振替休日のときは開館、翌火曜日休館）●年末年始（12/29 ～ 1/3）●展示替え期間（展覧会と展覧会の間）
 ※芸術の森　5月～ 10月無休（展示替期間は休館）
 ※施設により臨時休館、臨時開館の場合もありますので、各施設のホームページでご確認いただくか施設にご確認願います。

※会員証の利用について　貸館の観覧は会員証が利用できない場合がありますので、ご了承願います。
※［アートギャラリー北海道］は、道内の美術館がネットワークでつながり、双方向でアートを紹介・発信することにより、北海道全体がアートの舞台となる
ことを目指す取組みです。

9/16(土)～11/12(日)
ディズニー

キャッツ＆ドッグス展
9/16(土)～11/26(日)

同時開催：かもめのももちゃんと見る
Cats & Dogs展

2024/1/19(金)～5/26(日) 
コレクション展　かく語りき本郷新（仮）

TEL 011-642-5709 本郷新彫刻美術館

札幌テレビ放送創立65周年記念
足立美術館所蔵

近代日本画と北大路魯山人展
ー和の美、再発見。

9/16(土)～11/23(木・祝)
深堀隆介展

水面のゆらぎの中へ

設備修繕のため休館

函
館
出
身
の
前
田
政
雄
（
1
9
0
4
ー
74
）
は
、
早
く
か
ら

美
術
に
関
心
を
抱
き
、
地
元
で
行
わ
れ
る
展
覧
会
に
作
品
を
出

品
し
て
い
ま
し
た
。
1
9
2
4
年
、
函
館
で
開
催
さ
れ
る
展
覧

会
の
た
め
同
地
を
訪
れ
た
、
木
版
画
家
・
平
塚
運
一
の
知
遇
を

得
て
上
京
。
川
端
画
学
校
に
在
籍
し
た
の
ち
、
梅
原
龍
三
郎
か

ら
油
彩
画
、
平
塚
か
ら
木
版
画
を
学
び
ま
し
た
が
、
や
が
て
版

画
の
道
に
専
念
し
ま
す
。
前
田
は
国
画
会
や
日
本
版
画
協
会
を

主
な
舞
台
と
し
て
発
表
を
重
ね
、
日
本
近
代
版
画
史
に
大
き
な

足
跡
を
残
し
ま
し
た
。

初
期
は
、
平
塚
門
下
ら
し
い
線
描
を
主
体
と
す
る
素
朴
な
表

現
を
展
開
。
1
9
4
0
年
代
よ
り
参
加
し
た
恩
地
孝
四
郎
の
研

究
会
「
一
木
会
」
な
ど
で
刺
激
を
受
け
、
次
第
に
大
胆
な
色
面

配
置
と
大
ら
か
な
構
図
な
が
ら
も
、
重
厚
さ
を
感
じ
さ
せ
る
山

岳
風
景
版
画
を
制
作
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
1
9
6
0
年
代

以
降
は
、
京
都
・
奈
良
に
取
材
し
た
風
光
明
媚
な
作
品
を
多
く

手
が
け
ま
す
。
丁
寧
な
摺
り
に
よ
る
美
し
い
色
彩
と
簡
潔
な
構

図
に
よ
っ
て
、

古
刹
の
放
つ
凛

と
し
た
美
し
さ

を
表
現
。
約
50

年
の
版
画
家
人

生
を
通
じ
て
、

題
材
の
ほ
と
ん

ど
を
風
景
に
求

め
た
前
田
は
、

一
貫
し
て
日

本
的
な
美
を
追

求
し
て
き
た
と

言
え
る
で
し
ょ

う
。戦

後
、
日
本

版
画
は
駐
留
米

軍
関
係
者
な
ど

の
外
国
人
コ
レ
ク
タ
ー
に
認
め
ら
れ
、
多
く
の
国
際
展
で
紹
介

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
前
田
も
そ
う
し
た
版
画
家
の
一
人

で
、
ア
メ
リ
カ
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
は
じ
め
と
す
る
海
外
の
美
術

館
に
も
作
品
が
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
全
国
的
な
活
躍
を
見
せ
る
一
方
、
戦
前
の
道
内

で
は
数
少
な
か
っ
た
版
画
家
と
し
て
、
北
海
道
美
術
協
会
（
道

展
）
や
函
館
の
赤
光
社
美
術
協
会
に
出
品
。
戦
後
も
、
全
道
美

術
協
会
（
全
道
展
）
の
会
員
と
な
り
、
さ
ら
に
北
海
道
版
画
協

会
の
結
成
に
も
尽
力
す
る
な
ど
、
道
内
版
画
界
の
発
展
に
大
き

く
貢
献
し
ま
し
た
。

本
展
で
は
、
初
期
か
ら
晩
年
ま
で
の
版
画
・
油
彩
だ
け
で
な

く
、
戦
前
の
版
画
雑
誌
や
版
画
技
法
書
、
道
内
画
壇
と
の
交
流

を
示
す
写
真
や
色
紙
、
前
田
が
挿
絵
・
装
丁
を
手
が
け
た
書
籍

な
ど
も
含
め
た
約
2
0
0
点
を
前
後
期
に
分
け
て
紹
介
。
日
本

近
代
版
画
史
と
と
も
に
歩
ん
だ
前
田
の
画
業
を
、
生
誕
1
2
0

年
と
な
る
記
念
す
べ
き
年
に
、
改
め
て
振
り
返
り
ま
す
。

《黒猫》1940（昭和15）年　北海道立函館美術館蔵

《石庭C》1962（昭和37）年　北海道立函館美術館蔵

北海道立函館美術館　学芸員　田村允英

2023年12月23日（土）～2024年4月14日（日）
前期 2023年12月23日（土）～ 2024年2月18日（日）
後期 2024年 2 月22日（木）～ 4月14日（日）

生誕120年前田政雄展
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10/7(土)～12/5(火) 
三岸好太郎生誕120年・美術館新館開館40年

特別展　三岸好太郎再発見！

同時開催：もっと知りたい三岸アトリエ

美術館のおもな展覧会ご案内
 10 11 12 1 2 3

近
代
美
術
館

旭
川
美
術
館

函
館
美
術
館

帯
広
美
術
館

釧
路
芸
術
館

本
郷
新
記
念

札
幌
彫
刻
美
術
館

札
幌
芸
術
の
森

美

　術

　館

三
岸
好
太
郎

美

　術

　館

12/9(土)～2024/4/7(日)
開館25周年記念　釧路芸術館・珠玉のコレクション

12/16(土)～2024/4/12(金)
三岸好太郎生誕120年・美術館新館開館40年
所蔵品展　恋する画家の陶酔ざんまい

12/16（土）～2024/2/25（日）
併催：mima-no-me #みまのめ 〈VOL.9〉 

9/16(土)～11/12(日)
揺さぶる絵

アール・ヌーヴォー
自然を映しだすガラス

2024/1/13(土)～3/10(日) 
AINU ART-モレウのうた

2024/1/20(土)～2/25(日)
札幌国際芸術祭2024

SIAF2024

3/23(土)～
越境者パスキン
現代ガラスの
オノマトペ
この1点を
見てほしい。

3/23(土)～
3/31(日)
［貸館］
第90回記念
独立展
北海道展

小川原脩記念美術館
コレクション展

9/23(土・祝)～11/19(日)
竹久夢二展～憧れの欧米への旅～

12/2(土)～
12/10(日)
［貸館］

創立60周年記念
書創展・併催
赤石蘭邦展

2024/1/6(土)
～1/14(日)
［貸館］

福瀬餓鬼米寿記念
書・墨彩・篆刻展

9/23(土)～12/10(日)
木の匠たち　伝統工芸から家具、クラフトまで

2024/1/6(土)～3/17(日)
蔵出し！木彫の味わい

1/18(木)～3/17(日）
北海道美術の1980年代

12/16(土)～2024/3/3(日) 
札幌国際芸術祭2024

明和電機 ナンセンスマシーン展 in 札幌
同時開催：「メディアアーツ都市・札幌」って知ってました？

12/23(土)～2024/4/14(日) 
生誕120年　前田政雄展

11/9(木)～11/26(日)
描かれた毛綱建築
毛綱毅曠ミニ展示

12/23(土)～2024/4/14(日)
新収蔵品展

12/23(土)～2024/4/14(日) 
金子鷗亭Ⅲ期　生誕140年　孤高の書家　中野越南

TEL 011-644-6882 道近美

TEL 011-644-8901 mima 三岸美術館

TEL 0166-25-2577 旭川美術館

TEL 0138-56-6311 函館美術館

TEL 0155-22-6963 帯広美術館

TEL 0154-23-2381 釧路芸術館

TEL 011-591-0090 芸術の森美術館

は特別展示室 は常設展示室　濃色はアートギャラリー北海道

検索

検索

検索

検索

検索

検索

検索

検索

4/29(土)～2024/5/26(日) 　コレクション展　石と木

9/9(土)～11/19(日)
リサ・ラーソン展
知られざる創造の世界

－クラシックな名作とともに

9/9(土)～11/19(日) 
Home

12/2(土)～2024/3/10(日) 
プレイバック平成☆十勝美術の30年

12/2(土)～2024/1/28(日) 
深堀隆介展　水面のゆらぎの中へ

2/10(土)～3/10(日)
坂本直行展

～直行さんの足あと～

10/7(土)～12/3(日) 
写真展「岩合光昭の日本ねこ歩き」

10/7(土)～12/3(日) 
中野北溟《津軽》

10/7(土)～12/3(日) 
金子鷗亭Ⅱ期　故郷への思い

9/16(土)～12/17(日)
生命体の存在

2023.10～2024.3
MUSEUM CALENDAR

○開館時間 9：30～ 17：00　（入館は16：30まで）
 ※芸術の森9：45～ 17：00（6月から 8月は 17：30まで）　※札幌彫刻美術館10：00～17：00（入館は16：30まで）
○休 館 日 ●毎週月曜日（月曜日が祝日又は振替休日のときは開館、翌火曜日休館）●年末年始（12/29 ～ 1/3）●展示替え期間（展覧会と展覧会の間）
 ※芸術の森　5月～ 10月無休（展示替期間は休館）
 ※施設により臨時休館、臨時開館の場合もありますので、各施設のホームページでご確認いただくか施設にご確認願います。

※会員証の利用について　貸館の観覧は会員証が利用できない場合がありますので、ご了承願います。
※［アートギャラリー北海道］は、道内の美術館がネットワークでつながり、双方向でアートを紹介・発信することにより、北海道全体がアートの舞台となる
ことを目指す取組みです。

9/16(土)～11/12(日)
ディズニー

キャッツ＆ドッグス展
9/16(土)～11/26(日)

同時開催：かもめのももちゃんと見る
Cats & Dogs展

2024/1/19(金)～5/26(日) 
コレクション展　かく語りき本郷新（仮）

TEL 011-642-5709 本郷新彫刻美術館

札幌テレビ放送創立65周年記念
足立美術館所蔵

近代日本画と北大路魯山人展
ー和の美、再発見。

9/16(土)～11/23(木・祝)
深堀隆介展

水面のゆらぎの中へ

設備修繕のため休館
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MUSEUM INFORMATION

m
i
m
a
三
岸
好
太
郎
美
術
館
　

A
I
N
U 

A
R
T

−

モ
レ
ウ
の
う
た

2
0
2
4
年
1
月
13
日（
土
）〜
3
月
10
日（
日
）

本
展
は
、
ア
イ
ヌ
文
様
の
特
徴
の
ひ
と
つ
で
あ

る
モ
レ
ウ（
渦
巻
き
文
様
、樺
太
で
は
オ
シ
カ
リ
カ

リ
ヘコ
ン
パ
）
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
て
、先
人
た
ち

が
遺
し
た
木
彫
品
や
衣
服
か
ら
現
代
の
ア
イ
ヌ

ア
ー
ト
ま
で
を
概
観
し
、多
様
性
と
デ
ザ
イ
ン
性

に
富
ん
だ
造
形
力
に
注
目
し
ま
す
。
古
き
も
の

に
新
し
さ
を
発
見
す
る
ほ
か
、現
代
作
家
の
作
品

の
中
に
も
伝
統
が
息
づ
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る

で
し
ょ
う
。

小
笠
原
小
夜（
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
）、貝
澤

徹（
木
彫
）、川
村
則
子（
布
ア
ー
ト
）、下
倉
洋
之

（
金
工
）、関
根
真
紀（
デ
ザ
イ
ン
）、楢
木
貴
美
子

竹
久
夢
二
展
～
憧
れ
の
欧
米
へ
の
旅
～

9
月
23
日（
土
･
祝
）～
11
月
19
日（
日
）　

「
夢
二
式
美
人
」
と
称
さ
れ
る
独
自
の
画
風

で
知
ら
れ
る
画
家
、竹
久
夢
二（
1
8
8
4
〜

1
9
3
4
）。夢
二
は
明
治
末
か
ら
昭
和
初
期
に

か
け
、雑
誌
の
口
絵
や
挿
絵
、本
の
装
幀
、絵
は
が

き
な
ど
を
手
が
け
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
、
デ
ザ
イ

ナ
ー
の
先
駆
け
と
し
て
活
躍
し
、詩
や
童
話
な
ど

文
芸
の
分
野

に
も
取
り
組

む
な
ど
、
そ

の
活
動
は
多

岐
に
わ
た
り

ま
し
た
。

晩
年
、
夢

「
三
岸
好
太
郎
再
発
見
！
」展

【
同
時
開
催
】
も
っ
と
知
り
た
い
三
岸
ア
ト
リ
エ

10
月
7
日（
土
）～
12
月
5
日（
火
）　

札
幌
生
ま
れ
の
三
岸
好
太
郎（
1
9
0
3

〜
1
9
3
4
）
は
、画
家
と
な
る
こ
と

を
目
指
し
て
、18
歳
の
年
に
上
京
。美
術

界
の
新
し
い
動
向
を
貪
欲
に
摂
取
し
、

目
ま
ぐ
る
し
く
作
風
を
変
遷
さ
せ
な
が

ら
、詩
情
ゆ
た
か
な
イ
メ
ー
ジ
の
世
界
を

切
り
開
き
ま
し
た
が
、31
歳
で
夭
折
し

ま
し
た
。

今
年
は
、
三
岸
好
太
郎
生
誕
1
2
0

年
、
そ
し
て
新
館
開
館
40
年
の
節
目
の

年
で
す
。本
展
は
、日
本
の
1
9
2
0

年
代
か
ら
30
年
代
に
か
け
て
の
先
鋭
的

写
真
展

「
岩
合
光
昭
の
日
本
ね
こ
歩
き
」　
　
　
　

10
月
7
日（
土
）～
12
月
3
日（
日
）　

岩
合
光
昭
は
1
9
5
0
年
東
京
生
ま
れ
の
動

物
写
真
家
。身
近
な
ネ
コ
を
半
世
紀
以
上
ラ
イ
フ

ワ
ー
ク
と
し
て
撮
り
続
け
て
い
ま
す
。全
国
の
ね

こ
フ
ァ
ン
に
愛
さ
れ
る
長
寿
番
組
N
H
K 

B
S

プ
レ
ミ
ア
ム
「
岩
合
光
昭
の
世
界
ネ
コ
歩
き
」
か

ら
、日
本
国
内
15
カ
所
を
厳
選
し
た
写
真
展「
岩

合
光
昭
の
日
本
ね
こ
歩
き
」。本
展
は
国
内
各
地

そ
れ
ぞ
れ
の
風
土
を
背
景
に
、
ね
こ
と
ヒ
ト
の
暮

ら
し
ぶ
り
を
紹
介
し
ま
す
。作
品
は
近
年
撮
影

し
た
ば
か
り
の
オ
ー
ル
新
作
！
お
気
に
入
り
の
１

枚
を
探
し
に
来
て
く
だ
さ
い
。

（
刺
繍
）、西
田
香
代
子（
刺
繍
）、藤
戸
康
平（
ミ

ク
ス
ト
メ
デ
ィ
ア
）、藤
戸
幸
夫（
木
彫
）、結
城
幸

司（
木
版
）
ら
の
近
作
、新
作
約
1
0
0
点
に
よ

り
ア
イ
ヌ
ア
ー
ト
の
今
を
見
つ
め
る
と
と
も
に
、

国
立
ア
イ
ヌ
民
族
博
物
館
、
公
益
財
団
法
人
ア

イ
ヌ
民
族
文
化
財
団
な
ど
が
所
蔵
す
る
19
世
紀

か
ら
20
世
紀
の
ア
イ
ヌ
コ
レ
ク
シ
ョン
、
そ
の
他
関

係
資
料
を
展
覧
し
ま
す
。

二
は
往
年
の
夢
で
あ
っ
た
欧
米
へ
外
遊
し
ま
す
。

世
界
的
不
況
や
自
身
の
体
調
不
良
に
見
舞
わ

れ
な
が
ら
も
、各
地
の
風
景
や
女
性
た
ち
を
心

情
の
ま
ま
に
描
き
留
め
ま
し
た
。

本
展
は
、日
本
有
数
の
夢
二
コ
レ
ク
タ
ー
で
あ

る
中
右 

瑛（
な
か
う
・
え
い
）氏
の
所
蔵
品
の
中

か
ら
「
幻
の
ス
ケ
ッ
チ
」
と
呼
ば
れ
た
滞
欧
、滞

米
時
の
貴
重
な
ス
ケ
ッ
チ
を
中
心
に
、雑
誌
の
口

絵
や
挿
絵
に
加
え
、
多
数
の
肉
筆
画
を
紹
介
し

ま
す
。哀
愁
と
ロ
マ
ン
あ
ふ
れ
る
夢
二
の
世
界
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

画
家
の
ひ
と
り
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
好
太
郎
の

画
業
を
、
こ
の
機
会
に
見
つ
め
直
し
、
そ
の
芸

術
の
特
質
に
深
く
分
け
入
ろ
う
と
す
る
も
の
で

す
。
好
太
郎
の
イ
メ
ー
ジ
の
世
界
の
源
泉
へ
と

さ
か
の
ぼ
り
、時
を
経
て
ま
す
ま
す
み
ず
み
ず

し
い
輝
き
を
放
つ
そ
の
絵
画
の
魅
力
に
、
あ
ら

た
め
て
ふ
れ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

近
代
美
術
館

旭
川
美
術
館

藤戸康平《祈り》2016 年、作家蔵

竹久夢二《舞妓舞扇》
1917 年

三岸好太郎《ポスター下絵》
1924 年頃、北海道立三岸好太郎美術館蔵

《北海道函館市》　© Mitsuaki Iwago

函
館
美
術
館
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MUSEUM INFORMATION

坂
本
直
行
展
～
直
行
さ
ん
の
足
あ
と
～

2
0
2
4
年
2
月
10
日（
土
）～
3
月
10
日（
日
）　

坂
本
直
行
（
1
9
0
6
～
1
9
8
2
）
は

釧
路
に
生
ま
れ
、
幼
少
期
に
札
幌
に
移
り
、
小

学
校
時
代
か
ら
山
に
登
っ
て
、
山
や
草
花
の
絵

を
描
き
始
め
ま
す
。
北
海
道
帝
国
大
学
（
現
・

北
海
道
大
学
）
農
学
部
を
経
て
、
北
海
道
十
勝

地
方
の
広
尾
村（
現・広
尾
町
）に
入
植
。
以
後
、

30
年
に
わ
た
り
十
勝
の
過
酷
な
自
然
の
中
で
、

非
常
な
苦
闘
を
重
ね
な
が
ら
農
業
を
営
み
ま
し

た
。
広
尾
の
原
野
で
多
忙
な
日
々
を
送
る
間
も
、

登
山
と
絵
画
制
作
は
精
力
的
に
続
け
、
ま
た
文

章
も
数
多
く
残
し
て
い
ま
す
。
54
歳
で
農
業
に

終
止
符
を
打
っ
た
後
は
、
画
家
と
し
て
ネ
パ
ー
ル

札
幌
国
際
芸
術
祭
2
0
2
4

明
和
電
機
　
ナ
ン
セ
ン
ス
マ
シ
ー
ン
展 

in 

札
幌

12
月
16
日（
土
）～
2
0
2
4
年
3
月
3
日（
日
）　

札
幌
市
で
開
催
さ
れ
る
三
年
に
一
度
の
特
別

な
ア
ー
ト
イ
ベ
ン
ト
。札
幌
芸
術
の
森
美
術
館
会

場
で
は
、特
別
展
示
室
に
て
「
明
和
電
機　

ナ

ン
セ
ン
ス
マ
シ
ー
ン
展 

i
n 

札
幌
」
を
開
催
し

ま
す
。
明
和
電
機
は
1
9
9
3
年
に
結
成
さ

れ
、中
小
企
業
を
模
し
た
ス
タ
イ
ル
で
、
ア
ー
ト

や
プ
ロ
ダ
ク
ト
の
制
作
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
縦
横

無
尽
に
展
開
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
活
動
は
国

内
の
み
な
ら
ず
海
外
で
も
展
開
さ
れ
、高
い
評

価
を
得
て
い
ま
す
。
本
展
で
は
30
年
に
わ
た
る

明
和
電
機
の
活
動
か
ら
、「
ボ
イ
ス
メ
カ
ニ
ク
ス
」

「
E
D
E
L
W
E
I
S
S
」「
N
A
K
I
」「
ツ

開
館
25
周
年
記
念

釧
路
芸
術
館
　
珠
玉
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

12
月
9
日（
土
）～
2
0
2
4
年
4
月
7
日（
日
）　

釧
路
芸
術
館
は
今
年
開
館
25
周
年
。こ
れ
ま
で

「
映
像
芸
術
」「
自
然
と
芸
術
」「
地
域
と
芸
術
」

を
収
集
の
テ
ー
マ
に
、魅
力
溢
れ
る
コ
レ
ク
シ
ョン
を

形
成
し
て
き
ま
し
た
。本
展
で
は
そ
の

中
か
ら
選
り
す
ぐ
り
の
作
品
を
紹
介

し
ま
す
。

見
ど
こ
ろ
を
挙
げ
る
と
…
。「
映
像

芸
術
」
で
は
力
強
く
生
き
る
人
々
を

捉
え
た
長
倉
洋
海
の
写
真
や
、抽
象

絵
画
を
思
わ
せ
る
杉
本
博
司
の
《
海

景
》
な
ど
、何
と
言
っ
て
も
日
本
の
現

代
写
真
が
推
し
。
自
然
豊
か
な
道
東

「
生
命
体
の
存
在
」

9
月
16
日（
土
）～
12
月
17
日（
日
）　

彫
刻
に
お
い
て
、人
や
動
物
を
「
動
い
て
い
る

よ
う
に
」「
生
き
て
い
る
よ
う
に
」表
現
す
る
こ

と
は
、古
代
か
ら
現
代
に
ま
で
共
通
す
る
普

遍
的
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。一
方
で
、彫

刻（
あ
る
い
は
彫
刻
を
取
り
巻
く
空
間
）

そ
の
も
の
が
新
た
な
生
命
体
と
化
し
た
作

品
も
あ
り
、
そ
れ
ら
は
単
な
る
模
写
、
リ

ア
ル
の
追
及
を
超
え
て
生
命
の
探
求
へ
と
向

か
っ
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
こ

う
し
た
作
品
に
は
、工
芸
品
や
日
用
品
の
イ

メ
ー
ジ
が
強
い
陶
や
ガ
ラ
ス
、
ジ
ュエ
リ
ー
な

ど
身
近
で
意
外
性
の
あ
る
素
材
・
技
法
が
用

や
カ
ナ
ダ
な
ど
へ
ス
ケ
ッ
チ
旅
行
も
果
た
し
て
い

ま
す
。
本
展
は
、
旺
盛
な
活
動
を
続
け
た
「
直

行
（
ち
ょっ
こ
う
）
さ
ん
」
の
人
生
を
、
油
彩
・

水
彩
・
ス
ケ
ッ
チ
等
に
よ
る
山
や
植
物
の
絵
、
そ

し
て
文
章
を
通
し
て
振
り
返
り
、
今
な
お
人
々

を
惹
き
つ

け
る
魅
力

に
迫
り
ま

す
。

ク
バ
」
と
い
っ
た
4
つ
の
シ
リ
ー
ズ
の
ユ
ニ
ー
ク
な

ア
ー
ト
作
品
の
数
々
と
と
も
に
、触
っ
て
楽
し
め

る
お
も
ち
ゃ
、作
品
が
で
き
る
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
が

わ
か
る
ス
ケ
ッ
チ
な
ど
を
紹
介
し
、
そ
の
独
創
的

な
発
想
か
ら
モ
ノ
作
り
へ
と
至
る
楽
し
さ
を
ご
体

感
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
B
展
示
室
で
は
、
メ

デ
ィ
ア
ア
ー
ツ
都
市
・
札
幌
に
注
目
し
た
企
画
展

示
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

な
ら
で
は
の
テ
ー
マ
「
自
然
と
芸
術
」
か
ら
は
、

岩
橋
英
遠
の
神
秘
的
な
《
彩
雲
》
や
、千
住
博

の
代
表
作
《
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ォ
ー
ル
》
が
見
逃
せ

ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
、地
域
に
根
差
し
彫
刻
に

取
り
組
ん
だ
中
江
紀
洋
や
、道
東
の
厳
し
い
風
土

を
描
き
続
け
る
羽
生
輝
な
ど
、「
地
域
と
芸
術
」

を
代
表
す
る
作
家
た
ち
の
作
品
も
心
に
沁
み
ま

す
。当
館
珠
玉
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
！

い
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
、生
命
体
と
し
て
の
彫
刻

は
ま
す
ま
す
人
々
の
日
常
や
生
き
方
へ
の
問
い
に

接
近
し
て
き
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

本
展
で
は
北
海
道
に
ゆ
か
り
の
あ
る
8
名
の

作
家
た
ち
の
作
品
か
ら
、生
命
体
と
し
て
の
彫
刻

に
着
目
し
、彫
刻
表
現
の
多
様
性
と
そ
の
可
能

性
を
探
り
ま
す
。

帯
広
美
術
館

札
幌
芸
術
の
森
美
術
館

坂本直行《初冬の南日高》
1964 年、広尾町教育委員会蔵

© 三橋純

長倉洋海《戦場から人間へ−長倉
洋海 18 年の軌跡　コーヒーを飲む
老農夫》ゼラチン・シルバー・プ
リント、1984 年　© 長倉洋海

前田明日美《Reincarnation》2019 年

本
郷
新
記
念
札
幌
彫
刻
美
術
館

釧
路
芸
術
館
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「七部合同見学旅行」 8/30(水)
　連日の猛暑から解放

された8月30日(水)、

ボランティア七部合同

の見学旅行が実施され

ました。

　最初に向かったのは、

「安田侃彫刻美術館アル

テピアッツァ美唄」。壮大な緑の森で鑑賞する作品の数々は圧

巻で、街中で観られる作品とはまた違った印象を受けました。

　昼食をはさみ「北海道立埋

蔵文化財センター」で、理事

長直々に遺跡発掘について熱

心な解説をしていただき、次

に見学した「北海道博物館」

で行われている「北の縄文世

界と国宝」の土偶や世界遺産の遺跡について予備知識を持て

たおかげで、とても興味深く展示品を見て回ることができま

した。

　七部合同での研修開催

は初めての試みで、事業部

の皆さんは企画・準備等

に苦心されたそうですが、

来年の実施が待ち遠しい

充実した見学旅行でした。

「第77回全道展協力会賞表彰」
　第77回全道展（主催：全道美術協会、北海

道新聞社、後援：北海道美術館協力会他、展

示：札幌市民ギャラリー）の審査が6月7・8

両日行われ、応募総数343点の中から、大野

海玖さん（22歳、札幌市）の絵画｢不死を生む

責｣が、最高賞の全道美術協会賞と25歳以下

対象の北海道美術館協力会賞の両賞に見事選

ばれ、後日ANAクラウンプラザ・ホテルにて

贈呈式が執り行なわれました。

み  く

　　『ゲルニカ』～戦争の光景～　 木藤　亮　
ウクライナの今がそこにある。ピカソの『ゲルニカ』を観
たのは15年程前。スペイン・マドリードのソフィア王妃芸
術センターにあるタテ3.5ｍヨコ7.8ｍの大きな絵画だ。ス
ペイン内戦時の1937年、ドイツ空軍によるバスク地方の
村ゲルニカに対する無差別爆撃を題材としている。図録
で改めて観ると、悲壮感とともに悲痛な叫びが強く心に
迫ってくる。人間のような表情をした牡牛、死児を抱いて
号泣する母親、横たわる兵士や瀕死の馬、建物から落ち

てゆく女などが描かれ、戦争の恐怖や残虐さ、苦しみと
いった民衆の感情を表現している。
モノクロームの色調の『ゲルニカ』は、戦争の悲劇を象
徴的に描くとともに、戦争を起こす人間の愚かな行為を
告発しているのだろう。『ゲルニカ』は時や場所を超えて、
今のウクライナで起きている悲劇、戦争の光景を思い起
こし、現代の私たちの心の中に「なぜ人間は戦争を繰り返
すのか」という問いが突き刺さる。

　　メキシコシティ～ソウヤマ美術館 柴野　邦子　
娘が住むメキシコシティにこの2月にひと月滞在しまし
た。娘が不在の平日は一人で過ごさなければなりません。
美術館を巡ってその建物や絵画を見るのが好きなのでガ
イドブックやインターネットを検索すると、シティには130
もの公設施設の美術館博物館があり意外にも優れた文
化都市であることがわかりました。Uber（スマホのアプリ
でタクシーが呼べる）を駆使して一人あちこちにでかけま
した。特に圧巻はソウヤマ美術館。メキシコの大財閥カ
ルロス・スリム氏の私設美術館ですが、6階建ての超近
代的な建物にルネサンス期からの西洋絵画や、メキシコ

作家の作品、ロダン等の彫刻などが広 と々展示してあり
ながら入場料は無料。誰でも入口の手荷物検査を受ける
だけで自由に見ることができます。エントランスにはミケ
ランジェロのダビデ像やピエタ、ロダンの地獄門（実物大
のレプリカ）が迎え入れてくれます。なかなか海外に行け
ないメキシコ人が芸術に触れられるためとスリム氏の慈善
事業の一環ということですが、言葉も文化も違う異国の
生活に緊張していた旅行者にも素敵な時間を与えてくれ
る美術館でした。

　　白夜光　東山魁夷展　2012年 竹田　実香　
2012年4月に訪れた仙台空港にはまだ震災の影響が
残っていました。この年道立近代美術館で開催された東
山魁夷展では「白夜光」（1965年）が印象深く、白夜の
光が湖面に反射し、森と湖が並行に描かれた画面構成
に、自然の猛威に深く揺り動かされた心がなだめられた
気がしました。
7年を経て、京都の大山崎山荘美術館「東山魁夷のス
ケッチ－欧州の古き町にて」では北欧、ドイツでのスケッ

チ、習作などの展示が美術館の雰囲気と相まって、山荘
にかかわった様々なひとと時間が交錯しているかのようで
した。
今回のボランティア共通研修の新しい博物館の定義の
文言中、「解釈（interpret）」、「省察（reflection）」が採用
されており、展示を鑑賞し、その解釈を取り入れ、省察
したことを、受講により再考できたことに感謝した次第
です。

新会員紹介新会員紹介ご入会ありがとうございます 2023年3月～7月・敬称略

A R T E P I A  S A L O N ア ル テ ピ ア ・ サ ロ ン

（法人会員番号順）

当会を支援いただいている企業・団体様です。QRコードからホームページを閲覧できますのでご覧ください。

法人会員様のご紹介 第 2 回

UHB北海道文化放送（株）

☎011-214-5200

「すべては北海道のために」
北海道の今をつなぎ、明
日を変え、未来を創る

株式会社アイワード

☎011-241-9341

長年培った「色」のノウ
ハウと最新の技術で、美
術印刷・高品位印刷をお
手伝いします。

株式会社　南香園	 	
	 	 	 	
	 	 	
	

☎︎011-747-9266

家・まち・暮らし
を緑でもっと豊に

北海道交通株式会社

☎011-841-1311

株式会社 TOPCREW

☎011-218-1010

インサイドセールス、人材
支援事業を柱として活動し
てます。

株式会社　札幌北洋カード

☎011-232-8961

キャッシュレス決済基盤の普及を通じ
て、北海道経済の活性化に貢献してま
いります。
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「七部合同見学旅行」 8/30(水)
　連日の猛暑から解放

された8月30日(水)、

ボランティア七部合同

の見学旅行が実施され

ました。

　最初に向かったのは、

「安田侃彫刻美術館アル

テピアッツァ美唄」。壮大な緑の森で鑑賞する作品の数々は圧
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心な解説をしていただき、次
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で行われている「北の縄文世
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たおかげで、とても興味深く展示品を見て回ることができま

した。

　七部合同での研修開催

は初めての試みで、事業部

の皆さんは企画・準備等

に苦心されたそうですが、

来年の実施が待ち遠しい

充実した見学旅行でした。

「第77回全道展協力会賞表彰」
　第77回全道展（主催：全道美術協会、北海

道新聞社、後援：北海道美術館協力会他、展

示：札幌市民ギャラリー）の審査が6月7・8

両日行われ、応募総数343点の中から、大野

海玖さん（22歳、札幌市）の絵画｢不死を生む

責｣が、最高賞の全道美術協会賞と25歳以下

対象の北海道美術館協力会賞の両賞に見事選

ばれ、後日ANAクラウンプラザ・ホテルにて

贈呈式が執り行なわれました。

み  く

　　『ゲルニカ』～戦争の光景～　 木藤　亮　
ウクライナの今がそこにある。ピカソの『ゲルニカ』を観
たのは15年程前。スペイン・マドリードのソフィア王妃芸
術センターにあるタテ3.5ｍヨコ7.8ｍの大きな絵画だ。ス
ペイン内戦時の1937年、ドイツ空軍によるバスク地方の
村ゲルニカに対する無差別爆撃を題材としている。図録
で改めて観ると、悲壮感とともに悲痛な叫びが強く心に
迫ってくる。人間のような表情をした牡牛、死児を抱いて
号泣する母親、横たわる兵士や瀕死の馬、建物から落ち

てゆく女などが描かれ、戦争の恐怖や残虐さ、苦しみと
いった民衆の感情を表現している。
モノクロームの色調の『ゲルニカ』は、戦争の悲劇を象
徴的に描くとともに、戦争を起こす人間の愚かな行為を
告発しているのだろう。『ゲルニカ』は時や場所を超えて、
今のウクライナで起きている悲劇、戦争の光景を思い起
こし、現代の私たちの心の中に「なぜ人間は戦争を繰り返
すのか」という問いが突き刺さる。

　　メキシコシティ～ソウヤマ美術館 柴野　邦子　
娘が住むメキシコシティにこの2月にひと月滞在しまし
た。娘が不在の平日は一人で過ごさなければなりません。
美術館を巡ってその建物や絵画を見るのが好きなのでガ
イドブックやインターネットを検索すると、シティには130
もの公設施設の美術館博物館があり意外にも優れた文
化都市であることがわかりました。Uber（スマホのアプリ
でタクシーが呼べる）を駆使して一人あちこちにでかけま
した。特に圧巻はソウヤマ美術館。メキシコの大財閥カ
ルロス・スリム氏の私設美術館ですが、6階建ての超近
代的な建物にルネサンス期からの西洋絵画や、メキシコ

作家の作品、ロダン等の彫刻などが広 と々展示してあり
ながら入場料は無料。誰でも入口の手荷物検査を受ける
だけで自由に見ることができます。エントランスにはミケ
ランジェロのダビデ像やピエタ、ロダンの地獄門（実物大
のレプリカ）が迎え入れてくれます。なかなか海外に行け
ないメキシコ人が芸術に触れられるためとスリム氏の慈善
事業の一環ということですが、言葉も文化も違う異国の
生活に緊張していた旅行者にも素敵な時間を与えてくれ
る美術館でした。

　　白夜光　東山魁夷展　2012年 竹田　実香　
2012年4月に訪れた仙台空港にはまだ震災の影響が
残っていました。この年道立近代美術館で開催された東
山魁夷展では「白夜光」（1965年）が印象深く、白夜の
光が湖面に反射し、森と湖が並行に描かれた画面構成
に、自然の猛威に深く揺り動かされた心がなだめられた
気がしました。
7年を経て、京都の大山崎山荘美術館「東山魁夷のス
ケッチ－欧州の古き町にて」では北欧、ドイツでのスケッ

チ、習作などの展示が美術館の雰囲気と相まって、山荘
にかかわった様々なひとと時間が交錯しているかのようで
した。
今回のボランティア共通研修の新しい博物館の定義の
文言中、「解釈（interpret）」、「省察（reflection）」が採用
されており、展示を鑑賞し、その解釈を取り入れ、省察
したことを、受講により再考できたことに感謝した次第
です。

新会員紹介新会員紹介ご入会ありがとうございます 2023年3月～7月・敬称略

A R T E P I A  S A L O N ア ル テ ピ ア ・ サ ロ ン

3 月
札幌市 林　　　信　子

〃 土　谷　則　子
〃 大　和　由紀子
〃 佐　藤　博　昭
〃 山　下　教　之
〃 斉　藤　順　子
〃 高　橋　淑　奈
〃 木　藤　　　亮

4 月
札幌市 鈴　木　敦　史

札幌市 丸　山　栄　子
〃 望　月　ちゆき
〃 木　下　裕　子
〃 南　　　貴　恵
〃 山　原　　　緑
〃 高　田　真之助

旭川市 内　藤　晃　宏
富良野市 森　　　千惠子
長沼町 畠　山　康　彦

5 月
札幌市 松　本　昌　樹

札幌市 西　田　　　裕
〃 米　沢　結　花
〃 谷　口　和　久
〃 大須田　　　剛

6 月
札幌市 李　　　曼　葛

〃 中　町　智　子
〃 秀　嶋　ゆかり

小樽市 秋　野　治　郎

7 月
札幌市 林　　　道　子

〃 黒　崎　幸　実
〃 村　松　弘　康
〃 松　下　ひとみ

＊個　人　会　員

（アルテピアHP）
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令和5年度　定時総会の報告
冒頭、吉野会長から、コロナ禍における会員の皆

様のご支援やボランティア活動員の努力により、無

事に総会を迎えることができたことについて謝意を

述べた後、「令和4年度は、近美の魅力的な特別展が

続き、多くの来館者があり、当協力会の売店も売上げ

を大きく伸ばしましたが、今年は、近美の長期休館の

影響等も懸念される中、基本的にはこれまでの活

動を継続しながら、更に充実したものになるように

努め、特に、会員確保・拡充は当協力会の根幹をなす

部分であり、影響も大きいことから、しっかりと取組

みたい」旨の挨拶がありました。

議案審議の概要
議案第１号　令和４年度事業報告及び収支決算報告について
原案どおり承認可決しました。

事業実施状況については、概ね計画どおりに実施され、また、近美の魅力的な特別展による来館者の増

加により売店の売上収入の増が図られ、全体の収支は黒字となりました。

収支決算については、表１のとおりです。

報告第１号　令和5年度事業計画及び収支予算について
事業計画及び収支予算について報告がありました。

事業計画については、基本的に従来から実施している事業をベースに策定されましたが、収支予算につい

ては近美の長期閉館の影響を踏まえて、経費の節減に努めていくこととしています。

収支予算については、表2 のとおりです。

令和 5 年度　つどい
6月29日(木)、近代美術館講堂での令和5年度定時総会の後、長らく中止されていたつどいが開催さ

れました。今年のつどいは、解説部の北上雅能さんによる浮世絵の解説から始まり、宝玉斎こん太さん

が客席からのリクエストを聞きながら紙切りを演じ、茶会家楽志さんの落語「幾代餅」を聞く、という

プログラムで、会員のみなさんは 2時間あまりの楽しい時間を過ごすことができました。
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収 入 の 部 支 出 の 部

科　　　　目 合　　計 一般会計 売店会計 科　　　　目 合　　計 一般会計 売店会計

基本財産運用収入 102 102 0 事 業 費 支 出 51,139,040 7,863,060 43,275,980

特 別 収 入 34 34 0 管 理 費 支 出 5,389,145 5,389,145

会 費 収 入 10,153,000 10,153,000 0

事 業 収 入 46,698,356 741,000 45,957,356

寄 付 金 収 入 0 他会計への繰入金支出 2,500,000 0 2,500,000

雑 収 入 579,586 30,017 549,569

特定資産取崩収入 0 特定資産取得支出 34 34

他会計からの繰入金収入 2,500,000 2,500,000 0

当期収入合計 59,931,078 13,424,153 46,506,925 当期支出合計 59,028,219 13,252,239 45,775,980

前期繰越収支差額 3,136,672 391,294 2,745,378 次期繰越収支差額 4,039,531 563,208 3,476,323

収入合計(B) 63,067,750 13,815,447 49,252,303 支出合計(B) 63,067,750 13,815,447 49,252,303

予算額（Ａ） 47,189,036 11,400,602 35,788,434 予算額（Ａ） 47,189,036 11,400,602 35,788,434

差異（Ａ－Ｂ） -15,878,714 -2,414,845 -13,463,869 差異（Ａ－Ｂ） -15,878,714 -2,414,845 -13,463,869

令和4年度 収支決算総括表（令和4年4月1日から令和5年3月31日まで）	 （単位:円）

令和5年度 収支予算総括表（令和5年4月1日から令和6年3月31日まで）	 （単位:円）

区　分
収 入 の 部 支 出 の 部

科　　　　目 予算額 前年予算額 差　　異 備　　　　　考 科　　　　目 予算額 前年予算額 差　　異 備　　　　　考

一
　
　
　
　
般
　
　
　
　
会
　
　
　
　
計

基本財産運用収入 500 500 0 定期預金利息 事 業 費 支 出 6,893,020 8,639,284 -1,746,264 　

特 別 収 入 30 30 0 　 美術活動協力
事業費支出 6,445,420 8,260,584 -1,815,164 各部活動経費、会報、

会員観覧料等

会 費 収 入 9,777,000 10,647,000 -870,000 個人、法人会員年会費 美術講座等開催
事業費支出 336,000 275,500 60,500 美術講座等経費

事 業 収 入 1,260,000 720,000 540,000 美術講座受講料

寄 付 金 収 入 0 0 0 　 美術館研修視察
事業費支出 75,600 67,200 8,400 　

雑　 収　 入 30,100 100 30,000 普通預金利息・地域
活動助成金

美術優秀創作活動
等顕彰事業費支出 36,000 36,000 0 協力会賞贈呈経費

他会計からの繰入金収入 0 0 管 理 費 支 出 5,878,411 5,377,704 500,707 運営管理費

特定資産取得支出 30 30 0 

当期収入合計 11,067,630 11,367,630 -300,000 　 　

前期繰越収支差額 186,557 32,972 153,585 　 当期支出合計 12,771,461 14,017,018 -1,245,557 　

　 当期収支差額 -1,703,831 -2,649,388 945,557 

次期繰越収支差額 -1,517,274 -2,616,416 1,099,142 

収 入 合 計 11,254,187 11,400,602 -146,415 支 出 合 計 11,254,187 11,400,602 -146,415 　

売
　
　
店
　
　
会
　
　
計

事 業 収 入 18,356,000 33,435,000 -15,079,000 商品売上収入 事 業 費 支 出 21,208,318 32,966,556 -11,758,238 仕入費、賃金、施設
賃借料等

雑 収 入 90,050 180,050 -90,000 自動販売機手数料等 他会計への繰入金支出 0 0

当期収入合計 18,446,050 33,615,050 -15,169,000 特定資産取得支出 0 0 0

当期支出合計 21,208,318 32,966,556 -11,758,238 

当期収支差額 -2,762,268 648,494 -3,410,762 

前期繰越収支差額 5,256,366 2,173,384 3,082,982 次期繰越収支差額 2,494,098 2,821,878 -327,780 

収 入 合 計 23,702,416 35,788,434 -12,086,018 支 出 合 計 23,702,416 35,788,434 -12,086,018 

総　　　　　　　計 34,956,603 47,189,036 -12,232,433 総 計 34,956,603 47,189,036 -12,232,433 

（表1）

（表2）
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　売店部の活動はミュー
ジアムショップでの販売で
す。商品の発注、納品、
陳列、在庫品の整理、接
客を行っています。道内
作家を広く紹介する為に
作品を販売、特別展ごと
に関連する商品を仕入れ
てのお店作り、他に部員
達が企画し作成するオリ
ジナル商品の開発販売もしています。現在はオンラインショッ
プでの買い物が簡単に出来る様に作業に取り組んでいます。

今年度はコロナ禍で中断
していた恒例のバス研修
旅行を再開する予定です。
売店部員一同、「売店は
美術館の顔」の意識を持っ
てお客様に接し、やりが
いを感じて楽しく活動して
います。

第83号

北海道美術館協力会一　　般
社団法人

〒060-0003　札幌市中央区北3条西18丁目2－7 新田ビル2F
TEL･FAX 011－644－4025　https://www.artepia.or.jp

三岸好太郎《のんびり貝》
　1934年　油彩、キャンバス　50.9×107.4cm（北海道立三岸好太郎美術館蔵）

　夕映えを受けているのだろうか、砂地はあたたかな

桃色に染まっている。中央に堂々たるシャコ貝。砂地に

長い影がのび、やはり落日が迫る頃かと思わせる。貝の

外側にはひっかきによる細かい線の表現がみられる。

貝の内部は暗く沈み、判然としない。まわりに眼を転じ

ると、小さな巻貝や二枚貝が散らばり、砂地と空の境界

線のあたりにも小さく貝が点在する。横長の画面に、か

なりの距離のある空間が、極端に凝縮されていること

がわかる。

　三岸好太郎は、「ロマンチズム　蝶と貝殻の弁」とい

うテキストで、芭蕉の句「古池や蛙飛び込む水の音」の

世界－蛙の水音により、その後の静寂がより深く感じら

れる世界－を「寂明美」と表現している。生命なき貝殻

の影が黒々とのびる情景には、人ひとり存在しない空虚

さが漂う。好太郎は、その虚ろな美の世界の深淵をのぞ

き込んでいたのだろうか。　

　1934（昭和9）年3月、好太郎は第4回独立美術協会

展に蝶と貝殻をモティーフとする連作を発表。本作《の

んびり貝》が売れたことで、「貝殻旅行」と称し節子夫人

と関西に遊ぶ。先に節子夫人を東京に帰らせ、自身は名

古屋に滞在したが、胃潰瘍の吐血に心臓発作を併発し、

客死。結果的に、蝶と貝殻の連作は、好太郎最晩年の作

となった。

（井内佳津恵　北海道立三岸好太郎美術館　上席専門員）

会 報

2 0 2 3年 1 0月

■コロナの 5 類移行に伴い､ボランティアによる各部の活動もほぼ元に戻りつつあります。また法人会員さまの QRコードも第二
弾となりました。近代美術館は、華やかな国内外の特別展が目白押しで三十万人以上の来場者を誇った昨年度とは対照的に、
改修工事のため今年度は二度の休館となりました。それでもいぶし銀の特別展では名作の数々がお待ちしております。どう
ぞ足をお運びください。興味をそそる北海道各地の美術館情報をお伝えし、地元の方のみならず、ビジネスや旅の合間にぜ
ひ立ち寄ってみたいと感じていただける紙面作りを心がけたいと思います。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（HI）

ボランティア活動員入部式　4月6日（木）
　令和５年度ボランティア
入部式が、４月６日（木）近美
講堂において行われました。
　今年度は18名が協力会
より委嘱状を受け取り、各
部での活動がスタートしま
した。
　研修生のみなさんは、昨
年8月から始まった共通研
修、各部専門研修に8割
以上の出席を果たしボランティア活動員になられました。
　新入部員のみなさんのご活躍を期待しています。

令和５年度　春　屋外彫刻清掃　6月7日（水）

７部合同説明会・各部ガイダンス
7月27日（木）～28日（金）

ボランティア活動のご紹介 第2回 売店部

　今年度のボランティア
活動員説明会･ガイダンス
は7月27日（木）・28日
（金）に近美講堂に於いて
実施されました。
　応募者は36名、そのう
ち当日の参加は連日の猛
暑の最中にもかかわらず、
30名でした。
　説明会は7部長が工夫を凝らし、それぞれの活動をあらまし紹
介した後、参加者は希望する各部ブースに移動し、現役ボラン

ティアから具体的な活動
内容の説明を受け、不
明な点への質問などをし
ていました。熱心に耳
を傾けていた多くの参加
者が、来春ボランティア
活動員として、活躍され
ることを期待していま
す。

　令和５年６月７日、春の屋外彫
刻清掃が行われました。
　当日は時おり小雨の降る不安定
な天候でしたが、半期に一度の彫
刻清掃にボランティア16 名、学
芸員2名が協力し各彫刻を磨きあ
げました。
　学芸員からの説明によると、昨
今の彫刻清掃はゴシゴシと強い力
で擦るのではなく、水拭きでやさ
しくホコリを拭き取っていくのが主
流だそうです。

　ボランティア、学芸員に
よる気持ちのこもった清掃
で近美前庭５点、知事公
館３点の彫刻が再び輝きを
取り戻しました。ご来館の
折りには、足をとめご覧い
ただけたら幸いです。

Artepia News
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